
平成28年5月27日

国土交通省道路局

スマートインターチェンジの新規事業化、準備段階調査の箇所を決定
～高速道路の有効利用や地域経済の活性化に向けて～

国土交通省は、都市内交通状況の改善等の効果が期待されるスマートイ

ンターチェンジについて、本日付で７箇所を新規事業化しました。また、新た

に５箇所で準備段階調査を実施します。

○スマートインターチェンジの整備により期待される効果

・高速道路から中心市街地へのアクセス向上など、

都市内交通状況の改善

・周辺の産業拠点から高速道路へのアクセス向上など、

産業振興・物流の効率化 等

○準備段階調査について

スマートインターチェンジの準備段階（地方での計画検討・調整段階）にお

いて、国として必要性が確認できる箇所等について、国が調査を実施する

「準備段階調査」を実施します。

これにより、スマートインターチェンジの地方での計画的かつ効率的な準

備・検討の推進が図られることが期待されます。

別添①：スマートインターチェンジ新規事業化箇所一覧表

別添②：スマートインターチェンジ新規事業化箇所図

別添③：スマートインターチェンジ準備段階調査箇所一覧表

別添④：スマートインターチェンジ準備段階調査箇所図

別添⑤：スマートインターチェンジの検討・整備について

別添⑥：スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果

［お問い合わせ先］
国土交通省 道路局 高速道路課 企画専門官 柴田 芳雄

［代表］TEL 03-5253-8111（内線38362）

［直通］TEL 03-5253-8500、FAX 03-5253-1619



スマートインターチェンジ
※１

新規事業化箇所 一覧表
（単位：百万円）

スマートインターチェンジの名称（仮称）
※２ 連結位置 路線名 H28事業費

※３ 接続形式

都賀
つ が

西方
にしかた

栃木県栃木市 東北縦貫自動車道弘前線（栃木IC～鹿沼IC間） 16 SA・PA接続型

矢板
や い た

北
きた

栃木県矢板市 東北縦貫自動車道弘前線（矢板IC～西那須野塩原IC間） 14 SA・PA接続型

上市
かみいち

富山県中新川郡上市町 北陸自動車道（立山IC～滑川IC間） 16 本線直結型

富士吉田
ふ じ よ し だ

南
みなみ

山梨県富士吉田市 一般国道138号（東富士五湖道路）（富士吉田IC～山中湖IC間） 16 本線直結型

座光寺
ざ こ う じ

長野県飯田市 中央自動車道西宮線（松川IC～飯田IC間） 16 SA・PA接続型

足柄
あしがら

静岡県駿東郡小山町 第一東海自動車道（大井松田IC～御殿場IC間） 14 SA・PA接続型

駒門
こまかど

静岡県御殿場市 第一東海自動車道（御殿場IC～裾野IC間） 16 SA・PA接続型

※１ スマートインターチェンジとは、高速道路の本線やサービスエリア、パーキングエリアから乗り降りができるように設置されるインターチェンジであり、

専らＥＴＣを搭載した車両が通行することを目的としたインターチェンジです。

※２ スマートインターチェンジの名称は仮称であり、正式な名称は、地元や利用者のご意見等も踏まえて決定されます。

※３ 事業費は高速道路機構への補助対象分であり、地方が整備する高速道路の区域から既設の一般道路までの道路などは含みません。

別添①
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スマートインターチェンジ新規事業化箇所図 別添②

スマートインターチェンジ新規事業化 ７箇所

矢板北

都賀西方

上市

富士吉田南座光寺

足柄駒門

2



スマートインターチェンジ
※１

新規準備段階調査箇所 一覧表
スマートインターチェンジの名称（仮称）

※２ 検討位置

菅生
す ご う

宮城県柴田郡村田町 東北縦貫自動車道弘前線（村田IC～仙台南IC間）

つくば 茨城県つくば市 一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）（常総IC～つくば中央IC間）

甘楽
か ん ら

PA 群馬県甘楽郡甘楽町 関越自動車道上越線（吉井IC～富岡IC間）

出流原
い ず る は ら

PA 栃木県佐野市 北関東自動車道（足利IC～佐野田沼IC間）

東温
とうおん

愛媛県東温市 四国縦貫自動車道（川内IC～松山IC間）

路線名
※３

※１ スマートインターチェンジとは、高速道路の本線やサービスエリア、パーキングエリアから乗り降りができるように設置されるインターチェンジであり、

専らＥＴＣを搭載した車両が通行することを目的としたインターチェンジです。

※２ スマートインターチェンジの名称は仮称であり、正式な名称は、地元や利用者のご意見等も踏まえて決定されます。

※３ 未開通のICは仮称です。

別添③
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スマートインターチェンジ準備段階調査箇所図 別添④

神坂

刈谷

多賀ＳＡ

スマートインターチェンジ準備段階調査 新規 ５箇所

スマートインターチェンジ準備段階調査 継続 １０箇所

諏訪湖

胎内

阿波

筑北

城陽

加茂ＢＳ

坂出北

菅生

つくば

甘楽ＰＡ

出流原PA

東温
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広域的検討

概略検討

詳細検討

新規事業化 （国）
整備計画決定 （国）

連結許可 （国→地方自治体）
国による整備補助
（機構への補助）

地区協議会の開催 （国・会社・地方自治体）

実施計画書の策定・提出 （地方自治体→国・機構・会社）

開 通

国による準備段階調査
（直轄調査）

地方自治体での検討
（地整、会社で適宜応相談）

・ＩＣの必要性
・周辺道路の現況・整備方針の確認 等

・ＩＣの社会便益及び利用交通量
・ＩＣの位置・構造
・周辺道路の整備計画 等

・ＩＣ及び周辺施設の詳細設計
・整備費用及び負担区分
・管理・運営方法 等

準
備
会

地
区
協
議
会

（
事
業
実
施
）

地
方
で
の
計
画
検
討
・
調
整

ＩＣの必要性等の確認

○ スマートＩＣの準備段階（地方での計画検討・調整段階）において、国として必要性が確認できる箇所等について、
箇所を選定し、国が調査（直轄調査）を実施（準備段階調査）。

○ 準備段階調査における準備会での検討や調整が整い、関係機関で構成される地区協議会で決定された実施計画
書が提出された箇所につき新規事業化。

スマートインターチェンジの検討・整備について 別添⑤
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栃木IC

32

至

栃
木
市
街
地

■東北自動車道 都賀西方スマートＩＣ（仮称）
つ が に し か た

＜位置図＞

整備効果 物流効率化・農業振興

・ 都賀西方スマートＩＣの整備により、「ＪＡ
かみつが元集荷所」から高速道路への
アクセス性が向上し、農産物の輸送効率
化など、農業振興に寄与。

整備効果 交通分散による混雑緩和
・ 都賀西方スマートＩＣの整備により、交通の分散が図られ、主要渋滞箇所となっ
ている栃木IC付近の高速道路や一般道の混雑緩和につながる。

至東京

至福島
鹿沼IC

栃木IC

壬生IC

栃木都賀JCT

12.2km

6.6km

至茨城

西方総合支所

道の駅にしかた

JAかみつが元集荷所

西方病院

都賀IC

都賀西方スマートIC
（仮称）

177

307

宇都宮西
中核工業団地

37

32

至 福島

栃木都賀JCT

西方総合支所

都賀IC

岩舟JCT
至 東京

32

栃木市役所

至

茨
城

至

高
崎

309

3

37

177

ＩＣの分合流による
高速道路の渋滞

栃木ＩＣ付近の渋滞箇所

栃木ＩＣへの右折流入車両による一般道の混雑

滞留する右折車両を避けて
車線変更する直進車両

都賀西方
スマートIC

凡 例

高速道路の主要渋滞区間

観光拠点
現況ルート
整備後追加ルート

一般道の渋滞箇所

栃木IC

12

20

0 5 10 15 20 25

整備後

現況

約８分短縮

JAかみつが元集荷所から福島方面へのアクセス時間

(分) 栃木IC

鹿沼IC

都賀IC

壬生PA

壬生IC

栃木都賀JCT

307

都賀西方
スマートIC

20分
（13km）

12分
（11km）

7分
（8km）

12分
（14km）

「JAかみつが元集荷所」から
東京方面へ
約５分短縮

「JAかみつが元集荷所」から
福島方面へ
約８分短縮

約 分

約 分

JAかみつが元
集荷所

至 福島

至 東京

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果①

路 線 名 ： 東北縦貫自動車道弘前線

（栃木IC～鹿沼IC間）

設置場所 ： 栃木県栃木市

接続形式 ： ＳＡ・ＰＡ接続型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

＜概 要＞

か ぬまとち ぎ

とち ぎ

別添⑥
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路 線 名 ： 東北縦貫自動車道弘前線

（矢板IC～西那須野塩原IC間）

設置場所 ： 栃木県矢板市

接続形式 ： ＳＡ・ＰＡ接続型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

13

28

0 10 20 30

整備後

現況

■東北自動車道 矢板北スマートＩＣ（仮称）
や い た き た

＜位置図＞

整備効果 矢板市中心市街地へのアクセス向上
・ 矢板北スマートＩＣの整備により、一般道の渋滞や事故危険箇所を回避し、
最短距離で高速道路から市内中心部へアクセスが可能となる。

整備効果 観光振興
・ 矢板北スマートＩＣ整備により、市北部に位置する景勝地や観光拠点への
アクセス性向上に寄与。

県北・東北方面（西那須野塩原IC）からの所要時間

(分)

約１５分短縮

矢板市の主な観光拠点・景勝地

にし な す の しお ばらや いた

や いた

至福島

至 東京

矢板北スマートIC
（仮称）

矢板IC

7.4km

11.5km

道の駅やいた

矢板市役所

西那須野塩原IC

観光リンゴ園

山の駅たかはら

尚仁沢湧水群

矢板運動公園

野崎第二工業団地

野崎工業団地

八方ヶ原

県民の森
56

272

30

矢板市の主な観光拠点等への
入込客数（平成２６年）

約４４万人／年

矢板IC

矢板北スマートIC
（仮称）

西那須野塩原IC

56

272

30

矢板IC

矢板北スマートIC
（仮称）

西那須野塩原IC

13分
（15km）

県北・東北方面から
中心市街地まで
約15分短縮

事故危険箇所

主要渋滞箇所

56

272

30

観光リンゴ園

約 分

約 分

県民の森

城の湯温泉センター

長峰公園

寺山ダム

寺山鉱泉

長峰公園

八方ヶ原

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果②

矢板市 中心市街地

28分
（16km）

＜概 要＞

別添⑥
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＜概 要＞

路 線 名 ： 北陸自動車道

（立山IC～滑川IC間）

設置場所 ： 富山県中新川郡上市町

接続形式 ： 本線直結型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

＜位 置 図＞

たて やま なめり かわ

かみ いち

■北陸自動車道 上市スマートＩＣ（仮称）
か み い ち

整備効果 産業活動の支援
・ 上市町は、世界トップクラスのシェアを誇る企業が複数存在する。

・ 上市スマートICの整備により、工業団地や周辺立地企業から、 一般道の

渋滞を回避し、高速道路へ最短距離でのアクセスが可能となり、更なる企

業誘致の促進、雇用の増大など産業活動の活性化が期待される。

※データ：H22道路交通センサス（ピーク時旅行速度）、H22国勢調査

整備効果 高速道路へのアクセス向上
・ 上市スマートICの整備により、上市町等から北陸自動車道へのアクセス性

が向上し、新たな通勤圏や行動圏の拡大などが期待される。

【効果例】 上市SIC周辺における新たなIC10分圏域人口の増加（立山IC～滑川IC間）

整備前：約5万人 ⇒ 整備後：約6万人（約1万人増加）

滑川IC
10分圏域

立山IC
10分圏域

上市ｽﾏｰﾄIC（仮称）
10分圏域 滑川市役所

舟橋村役場

立山町役場

富山市役所

滑川市

滑川IC

立山IC

北陸自動車道

上市町

富山市

舟橋村

富山湾

上市町役場

※データ：H22道路交通センサス（ピーク時旅行速度）

■整備前（久金～滑川IC）

距離：7.2km 所要時間：19分

滑川IC

企業A

企業B

【企業A】
パソコン用の基盤接続端子を製造
（世界シェア90%）

【企業B】
パソコン用の磁気テープ製造に
必要な異物除去フィルターを製造
（世界シェア70%）

ひさがね

久金工業団地

上市町

■整備後（久金～上市SIC）
距離：3.3km 所要時間：6分

■整備前（久金～立山IC）

距 離：6.8km
所要時間：12分

至 石川

至 新潟

上市スマートＩＣ
（仮称）

滑川ＩＣ

立山ＩＣ

上市町役場

至 石川

至 新潟

3.9km

4.2km

久金工業団地

上条工業団地

至

石
川

至 新潟

凡 例

主要渋滞箇所

主要渋滞区間

工場

物流企業

経路（スマートIC整備前）

経路（スマートIC整備後）

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果③

なか にい かわ

立山IC

上市スマートＩＣ（仮称）

上市スマートＩＣ
（仮称）

富山県

別添⑥
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河口湖

山中湖

河口湖ＩＣ

山梨県
富士山

山中湖ＩＣ

富士吉田ＩＣ

富士吉田南スマートＩＣ
（仮称）

富士吉田北スマートＩＣ
（事業中）

富士吉田市立病院
（第二次救急医療）

山中湖

忍野村役場

山中湖村役場

富士吉田市役所

至 大月

山梨赤十字病院
（第二次救急医療）

路 線 名 ： 一般国道１３８号 東富士五湖道路

（富士吉田IC～山中湖IC間）

設置場所 ： 山梨県富士吉田市

接続形式 ： 本線直結型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

■東富士五湖道路 富士吉田南スマートＩＣ（仮称）
ふ じ よ し だ み な み

ひがし ふ じ ご こ

整備効果 混雑緩和・観光振興

＜位 置 図＞

富士吉田IC

河口湖IC

山中湖IC

富士吉田南スマートIC
（仮称）

4.4km

4.0km

忍野八海

ふじさんミュージアム

富士山
レーダードーム

富士散策公園

北口本宮
富士浅間神社

▲富士山

富士吉田市役所

忍野村役場

河口湖IC

至 御殿場

忍野村役場

富士吉田市役所

富士吉田南
スマートIC
（仮称）

富士吉田IC

北口本宮富士浅間神社
約143万人/年

道の駅富士吉田
約153万人/年

忍野八海 約100万人/年

富士散策公園 約9万人/年

富士吉田南スマートIC周辺の主要観光拠点とH27年観光入込客数

・ 富士吉田南スマートＩＣの整備により、主要観光拠点へ集中する交通を分散し、
周辺道路の混雑緩和を図るとともに、アクセス性の向上により観光振興に寄与。

ふ じ よし だ やま なか こ

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果④

＜概 要＞

至大月

至 御殿場

至大月

山中湖IC

※H27年観光入込客数：富士吉田市調査結果

整備効果 地域医療サービスの向上
・ 富士吉田南スマートＩＣの整備により、山中湖村等から地域医療を担う富士吉田
市立病院へ一般道の主要渋滞区間を回避したアクセスが可能となり、地域医療
サービスの向上に寄与。

富士山アリーナ

道の駅富士吉田

富士吉田市立病院

凡 例

観光拠点

宿泊施設

既存ルート

追加ルート

主要渋滞区間

凡 例

既存ルート

整備後ルート

主要渋滞区間

医療施設

至 御殿場

ふ じ よし だ

別添⑥
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整備効果 物流の効率化
・ 座光寺スマートICの整備により、一般道の渋滞を回避して高速道路へア

クセスが可能となり、市が推進する航空宇宙産業等において物流の効率

化が図られる。

整備効果 リニア中央新幹線との結節による観光振興
・ リニア長野県駅から高速道路ICへのアクセス向上により１時間圏域の主

要観光地が増加し、リニア中央新幹線と一体となって観光振興に寄与。

■中央自動車道 座光寺スマートＩＣ（仮称）

【効果例】１時間圏域の主要観光地が3箇所(約189万人/年)→6箇所(約743万人/年)※に増加

【効果例】 周辺企業から名古屋方面（飯田IC）へのアクセス性向上

整備前：21分 ⇒ 整備後：11分 （10分短縮）

＜概 要＞

路 線 名 ： 中央自動車道西宮線

（松川IC～飯田IC間）

設置場所 ： 長野県飯田市

接続形式 ： ＳＡ・ＰＡ接続型

利用方法 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

＜位 置 図＞

いい だまつ かわ

ざ こ う じ

長野県

至 東京

飯田IC

座光寺スマートＩＣ
（仮称）

：整備前ルート

：整備後ルート

：アジアNo.1航空宇宙産業クラスター形成特区指定法人
（座光寺SIC 5km圏）

◎伊那市
木曽町◎

飯田市◎

塩尻市◎

◎駒ヶ根市

リニア長野県駅

座光寺
スマートIC
（仮称）

①

②

⑥

③
④

⑤

至名古屋

駒ヶ根高原（宮田村）

上諏訪温泉・諏訪湖（諏訪市）

諏訪大社（下諏訪町）

大芝高原（南箕輪村）

整備後の１時間圏

整備前の１時間圏

【リニア長野県駅から】

昼神温泉（阿智村）

※主要観光地：
観光地利用者数が50万人以上/年

奈良井宿（塩尻市）

至東京

至長野

①

②

⑥③

④

⑤

スマートIC整備前
1時間圏内の主要観光地（3箇所）

スマートIC整備後
1時間圏内の主要観光地（6箇所）

松川ＩＣ

飯田ＩＣ

8.6ｋｍ

国土地理院

6.9ｋｍ

リニア中央新幹線

長野県駅

座光寺スマートＩＣ
（仮称）

※民間プローブデータ（平成27年9月）より算出

※出典：平成26年 長野県 観光地利用者統計調査結果

0 5 10 15 20 25

整備後

整備前

１０分短縮

約２１分

約１１分

(分）

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果⑤

至 名古屋

飯田市役所

至 東京

至 名古屋

いい だ

別添⑥

1
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整備効果 物流の効率化と企業誘致の促進

• 小山町内企業の東京・横浜方面への高速アクセス性の向上により、
物流の効率化と企業誘致の促進が期待される。

整備効果 中心市街地へのアクセス向上

• 足柄スマートICの整備により、一般道の渋滞箇所を回避して小山町・
御殿場市街地などから高速道路にアクセスが可能となる。

■東名高速道路 足柄スマートＩＣ（仮称）

＜概 要＞

路 線 名 ： 第一東海自動車道

（大井松田IC～御殿場IC間）

設置場所 ： 静岡県駿東郡小山町

接続形式 ： ＳＡ・ＰＡ接続型

形 式 ： 全方向（４／４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

＜位 置 図＞

ご て ん ばおお い まつ だ

すん とう

あ し が ら

お や ま

神奈川県

至 東京

御殿場IC

足柄ｽﾏｰﾄIC
（仮称）

至 名古屋

足柄ｽﾏｰﾄIC

御殿場IC

大井松田IC

至東京・横浜

至東京

足柄ｽﾏｰﾄIC

御殿場
市役所

【小山町⇔高速道路】 【御殿場市⇔高速道路】

御殿場市役所

小山町役場

2.7km 23.1km

静岡県

N

静岡県

足柄ｽﾏｰﾄIC

小山町
役場

足柄ｽﾏｰﾄIC

至名古屋

至東京

至名古屋

N

NN

至名古屋

【効果例】 小山町から高速道路ICへのアクセス時間の短縮

○整備前：約１９分 → 整備後：約９分（１０分短縮）

工業用地の
創出(計画中)企業

集積地

御殿場IC

【効果例】 企業集積地から高速道路IC（東京・横浜方面）へのアクセス時間の短縮

○整備前：約１５分 → 整備後：約３分（１２分短縮）

小山町内企業では、東京・横
浜方面への高速道路利用の
割合が約７割

東京・
横浜 ７１％

名古屋・
静岡 ２５％

その他 ３％

高速道路
利用方面

東
名
高
速
道
路

整備前

整備後
整備後

整備前

整備後
整備前

御殿場IC御殿場IC

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果⑥ 別添⑥

1
1



駒門工業団地

整備効果 物流の効率化・産業振興
• 駒門スマートICの整備により、工業団地集積地（事業所数91社、製造
品出荷額2300億円）から高速道路へのアクセス時間が短縮し、物流の
効率化や企業誘致の推進が期待される。

整備効果 観光振興

• 駒門スマートＩＣの整備により、御殿場市南部に位置する観光拠点へ
の所要時間が短縮し、観光振興が期待される。

■東名高速道路 駒門スマートＩＣ（仮称）

＜概 要＞

路 線 名 ： 第一東海自動車道

（御殿場IC～裾野IC間）

設置場所 ： 静岡県御殿場市

接続形式 ： ＳＡ・ＰＡ接続型

利用方向 ： 全方向（４／４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

＜位 置 図＞

す そ のご て ん ば

こ ま か ど

【効果例】 工業団地から高速道路ICへのアクセス時間の短縮

○東京方面 整備前：約２０分 → 整備後：約６分

時之栖 来訪者182万人/年

御殿場
市役所 至名古屋

8.3ｋｍ

1.8ｋｍ

駒門ｽﾏｰﾄIC
（上り線）

駒門ｽﾏｰﾄIC
（下り線）

6.3ｋｍ

3.8ｋｍ

御殿場IC

裾野IC

御殿場IC

工業団地集積地

0 5 10 15 20 25

整備後

整備前 約２０分

約６分

樹空の森 来訪者38万人/年

駒門風穴

御殿場高原
時之栖

【工業団地から高速道路ＩＣへのアクセス時間】

裾野IC

○東京方面

１４分短縮

整備前

整備後

至東京

駒門ｽﾏｰﾄIC
（上り線）

駒門ｽﾏｰﾄIC
（下り線）

樹空の森

N

N

工業団地集積地

静岡県

至 東京

アクセス時間が短縮される地域
～５分短縮

５～１０分短縮

駒門ｽﾏｰﾄIC
（上り線）

駒門ｽﾏｰﾄIC
（下り線）

御殿場高原
時之栖

182万人

駒門風穴
来訪者4万人

樹空の森
来訪者38万人

裾野IC

至 名古屋

御殿場IC

主要渋滞箇所至名古屋

至東京

N

（分）

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果⑦

ご て ん ば

別添⑥
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